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△アイファガン点眼液 ［外］ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【重要度】★ 【一般製剤名】ブリモニジン酒石酸塩 Brimonidine Tartrate 【分類】高眼圧症治療薬［α2受容体作動薬］ 

【単位】△0.1%［5mL］ 

【常用量】1回1滴，1日2回 

【用法】1日2回点眼 

●点眼時には全身吸収をできるだけ抑制するための処置を毎回行う 

【透析患者への投与方法】常用量（1） 

 

【保存期CKD患者への投与方法】常用量（1） 

【その他の報告】点眼に関連した脳症の1例［66歳女性CKD G5］（So BYF, et al: Cureus 2021 PMID: 34659939） 

【特徴】アドレナリンα2受容体アゴニストの緑内障，高眼圧治療薬．房水産生の抑制と房水流出促進により眼圧を降下させる．PG点眼薬と併用して用いられる．他

剤で効果不十分な場合に使用される第2選択薬．クロニジンの化学構造に似ている． 

【主な副作用･毒性】過敏症，結膜炎，眼瞼炎，結膜充血，眼そう痒症，接触性皮膚炎など．全身的に吸収され，アドレナリンα2 受容体作動薬の全身投与時と同様の

副作用（眠気，めまい，徐脈，低血圧等）があらわれることがあるので注意．また，眠気，めまい，霧視等を起こすことがあるので自動車の運転等危険を伴う機械の操

作に従事する場合は注意（1） 

【吸収】全身吸収される（1） 

【F】資料なし（1） 

【tmax】0.6～1hr（1） 

【代謝】アルデヒドオキシダーゼによる酸化と推定（1） 

【排泄】資料なし（1） 

【t1/2】資料なし（1） 

【蛋白結合率】21%（1） 

【Vd】資料なし（1） 

【MW】442.22 

【透析性】資料なし（1） 

【O/W係数】 

【備考】室温保存で開封後1か月以内に使い切る． 

【更新日】20240408 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


